
 

 

 

 

 

 

 

 

斑鳩町から出る可燃ごみの中には、新聞紙やチラシ類など、分別す

れば資源としてリサイクルできる紙類が、約２割も含まれています。 

 たかが２割と思われるかもしれませんが、現在、斑鳩町の可燃ごみ

は、焼却処理を民間業者に委託していますので、これらの紙類をきっ

ちり分別するだけで、年間約２千万円の経費削減につながり、

削減できた経費は教育や福祉など他の施策に使うことができます。 
 

紙類は、地域の集団回収もしくは「資源にカエル宝箱」へ 


